
資料３ 

歴史的資源を活用した観光まちづくり専門家会議 

構成員一覧（敬称略、五十音順） 

 

 

植松
うえまつ

 克則
かつのり

 （株）千葉銀行 法人営業部長（1967 年生まれ） 

 ニューヨーク支店長、経営企画部担当部長などを経て現職。平成

27 年 11 月に「ちばぎん地方創生融資制度」の創設を企画し、保証

や担保に依拠しない事業性を重視した融資を推進している。当該

融資制度を活用し、地域の観光拠点を整備する事業や、古民家の再

生事業に融資を行う等、観光事業の活性化と地方創生に取組む。 

 

 

上山
かみやま

 康博
やすひろ

 （株）百戦錬磨 代表取締役社長（1962 年生まれ） 

楽天トラベル(株)執行役員として、交通機関とのダイナミ

ックパッケージなど、ITを活用した数々の先進事業を開発。

その後、地方消費の促進、宿泊施設不足の解消などをコンセ

プトに、2012 年 6月(株)百戦錬磨を設立。民泊仲介プラット

フォームとして、国家戦略特別区域法を活用した滞在型宿泊施設から日本の

伝統文化や農林漁業体験ができる宿を取り扱う「STAY JAPAN」を展開中。 

 

 

金野
き ん の

 幸雄
ゆ き お

 （一社）ノオト 代表理事（1955 年生まれ） 

 兵庫県職員、篠山市副市長を経て現職。限界集落や農村地域

の再生、歴史的建築物活用などに取組む。篠山市では、40軒を

超える古民家の再生を行うとともに、起業家や事業者を誘致

し、ホテル、レストラン、カフェ、工房などが立ち並ぶ、魅力

的な城下町等の街並みを実現。近年は、地域金融機関や REVIC

とも連携し、取組を全国に拡大。 

 



 

才本
さいもと

 謙二
け ん じ

 (有)才本建築事務所代表取締役（1956 年生まれ）    

京都府生まれ。兵庫県内の設計事務所勤務後 1989 年に独立。

現在は丹波篠山を中心に活動中。人・風土・文化を大切に、古

民家再生を 13 年で 249 物件手がけた実績を持つ。ヘリテージ

マネージャーとして指定・登録・伝建地区の文化財修理、NPO 法

人理事として 12 年前から市民と協働して古民家再生プロジェクトを主導。ま

た、数多くの古民家を用途変更（コンバージョン）し、安全性を確保しながら

現行法規との整合性を追求。合わせて伝統工法に携わる若手職人グループを立

ち上げた。 

 

 

杉山
すぎやま

 尚美
な お み

 (株)ぐるなび 執行役員（1973 年生まれ） 

大阪府出身。2000 年ぐるなび関西入社。2013 年よりインバ

ウンド担当として国内外の企画に取り組む。現地レストランや

料理人を組織化することで、レストランを媒体とした訪日プロ

モーションの可能性に注目。2016 年 10 月に台湾・香港・上海・

タイ・シンガポールで現地和食レストランを通して、東北食材

の PR や東北へのインバウンド増加を促すイベントを開催。食文化の担い手で

ある料理人ネットワークを活用し全国各地の食材発掘ツアーやレシピ開発な

どの取組にも携わる。 

 

 

他力
た り き

野
の

 淳
じゅん

 バリューマネジメント(株)代表取締役（1973 年生まれ） 

 (株)リクルート退職後、2003 年にホテルや結婚式場等の施設

再生を目的として創業、2005 年 2月にバリューマネジメント有

限会社として法人化。2006 年 7月に商号変更し、現職。 

「文化を紡ぐ」をコンセプトに、文化財など歴史的建造物を

レストラン、結婚式場、宿泊施設等に利活用する事業を展開し、

篠山城下町ホテル「NIPPONIA」をはじめ、多くの古民家を活用した宿泊施設を

運営している。志の高いベンチャー企業の経営者を表彰する「ジャパンベンチ

ャーアワード 2016 日本文化再生特別賞」受賞。 



 

藤井
ふ じ い

 大介
だいすけ

 (株)ファーム・アンド・ファーム・カンパニー代表取締役／ 

（株）大田原ツーリズム代表取締役（1975 年生まれ） 

 防衛大、米国テキサス大学院卒。川崎重工業(株)や本田技術

研究所(株)を経て現職。平成 21年に(株)ファーム・アンド・フ

ァーム・カンパニーを設立し、農業を中心とした経営コンサル

事業、飲食事業、惣菜事業等の総合的な農業支援会社を経営。

平成 24年に、大田原市と合弁で設立した（株）大田原ツーリズ

ムの代表取締役にも就任。「大田原グリーン・ツーリズムファンド」や民間出

資も得て、行政と連携しつつも依存することなく企業として経営面で自立をし

ている。中小企業診断士。 

 

 

前橋
まえばし

 昭夫
あ き お

 （株）栃木銀行 法人営業部長（1960 年生まれ） 

 1983 年入行、4 店舗の支店長、審査部長を経て、2016 年 6 月

から現職。同行では、2015 年 4 月に地方創生に携わる専担部署

として法人営業部内に地域創生室を創設。地域活性化ファンド

やクラウドファンディングの活用による地域企業の創業の支援

や様々な自治体と連携協定を結び地方創生のサポートを行っている。宇都宮市

では、まちづくりに資する空き家等の活用検討や民間における空き家ビジネス

の醸成に取り組む。 

 

 

宮崎
みやざき

 晃吉
みつよし

 「HAGISO」・「hanare」代表／東京藝術大学非常勤講師 

（1982 年生まれ） 

東京谷中の築 60年の木造アパート「萩荘」を最小文化複

合施設「HAGISO」へ改修するプロジェクトで建築設計、プロ

デュース、施設運営を手掛ける。また、2015 年より“まち全

体をひとつのホテルに見立てる”ネットワーク型の宿泊施設

「hanare」をスタートさせる。 

  



 

村田
む ら た

 哲太郎
てつたろう

 （株）スリー・ボックス 代表取締役（1979 年生まれ） 

外資系企業勤務を経て、2015 年より全国各地の古民家再生

に携わる。現在は株式会社スリー・ボックスの代表取締役と

して、日本酒の海外輸出や、酒蔵の海外／国内販売のマーケ

ティングのコンサルティング業務、飲食店経営事業に携わる

一方、同社の酒蔵再生事業の一環で、使用中の酒蔵や空き家となってしまっ

ている酒蔵を宿泊施設や文化施設等の観光資源として転用する事業やそれに

伴うコンサルティング業務も手掛けている。 

 

 

米良
め ら

 はるか READYFOR(株) 代表取締役（1987 年生まれ） 

 大学院在学中に日本初のクラウドファンディングとして

READYFOR を立ち上げ、平成 26年に法人化し、現職。島根県（石

見銀山）の鄙舎（ひなや）における茅葺き屋根の葺き替えや、

群馬県東吾妻市での古民家の改修など、「観光」「まちづくり」

といったカテゴリーでのプロジェクトも多数掲載。内閣府の

「国・行政のあり方懇談会」委員等、国内外の数多くの会議にも参加。 

 

 

渡邊
わたなべ

 准
じゅん

 (株)地域経済活性化支援機構 常務取締役（1972 年生まれ） 

公認会計士として、上場会社等の財務諸表監査及び内部統制監

査に従事。平成 21 年 10 月以降（企業再生支援機構含む）、地域

活性化オフィスにおいて、主に病院等の事業再生や活性化・事業

再生ファンド業務を担当。現在は、組成したファンドの運営を統

括するなどし、地域の再生・活性化の取り組みを進めている。 


